
10
月
27
日
（
金
）
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
に
東
京
、

埼
玉
、
神
奈
川
、
千
葉
の
4
都
県
の
年
金
者
組
合

員
１
，
３
０
０
人
が
集
ま
り
「
年
金
一
揆
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
３
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

見
出
し
の
『
痩
せ
秋
刀
魚
一
匹
買
っ
て
半
分
こ
』

は
「
む
し
ろ
旗
川
柳
２
０
２
３
」
で
最
優
秀
に
選

ば
れ
た
千
葉
県
の
組
合
員
の
作
品
で
す
。

こ
の
日
は
熱
い
く
ら
い
の
陽
射
し
の
強
い
晴
天

に
恵
ま
れ
た
日
で
し
た
。
越
谷
支
部
か
ら
は
和
田
、

吉
田
（
正
）
、
川
原
、
長
谷
川
、
五
十
嵐
、
高
橋

（
新
加
入
の
高
橋
さ
ん
が
感
想
を
投
稿
し
て
く
れ

ま
し
た
）
、
飛
山
（
幸
）
、
宇
佐
美
（
と
し
子
）

さ
ん
の
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
日
比
谷
公
園
か
ら
鍛
冶
橋
ま
で
銀

座
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

年
金
者
組
合
の
オ
レ
ン
ジ
の
ブ
ル
ゾ
ン
が
映
え

て
い
ま
し
た
。

（
五
十
嵐
）

は
じ
め
て
年
金
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て

２
班
・
高
橋
三
郎

爽
や
か
な
秋
空
の
下
、
学
生
時
代
以
来
の
野
外

音
楽
堂
で
の
集
会
参
加
で
す
。

懐
か
し
い
思
い
出
が
甦
っ
て
き
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
日
本
共
産
党
だ
け
が
来
て

く
れ
ま
し
た

が
他
党
は
欠

席
で
し
た
。

国
会
開
会

中
で
多
忙
で

あ
る
の
は
わ

か
り
ま
す
が
、

せ
め
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
だ
け

で
も
寄
せ
て

ほ
し
か
っ
た
。

４
都
道
府

県
代
表
の
報

告
で
は
、
ま

ず
楽
し
く
運

動
す
る
こ
と
で
、
周
り
の
人
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
。
親
睦
を
深
め
る
。
そ
し
て
、
人
の
話
に
耳

を
傾
け
、
聞
き
役
に
徹
す
る
。
そ
の
様
な
活
動
で

仲
間
を
増
や
す
。
仲
間
を
増
や
す
こ
と
の
重
要
性

は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
こ
と
を
再

確
認
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
の
銀
座
パ
レ
ー
ド
で
は
、
周
り
の

高
齢
者
の
元
気
を
も
ら
っ
て
、
最
終
地
点
ま
で
何

と
か
つ
い
て
い
く
事
が
で
き
ま
し
た
。

充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

全
日
本
年
金
者
組
合
越
谷
支
部
の
役
員
の
大
野

幸
男
さ
ん
が
、
11
月
４
日
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

越
谷
支
部
で
は
「
助
け
合
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
に
お
い
て
、
長
年
責
任
者
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
き
、
多
く
の
組
合
員
が
助
け
て
い
た
だ
き

大
変
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

偉
大
な
る
大
先
輩
の
遺
志
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ

か
ら
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

越
谷
支
部
・
支
部
長

和
田
幸
雄
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き
た
み
草
句
会
か
ら
の
投
稿

立
冬
や
憲
法
守
る
一
す
じ
の
道

飛
山
ま
す
み

軍
港
の
原
子
力
空
母
秋
、
就
航

い
ざ

石
山
博

返
り
花
悩
み
の
種
を
一
つ
摘
む

山
城
葉
光

今
朝
の
冬
西
の
彼
方
の

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

広
瀬
久
雄

葉
っ
ぱ
一
枚
散
り
ゆ
く
ガ
ザ
の

子
の
命

山
田
夢
子

枯
蟷
螂
生
き
る
つ
も
り
の
か
ま
動
く

金
子
ま
さ
江

遺
体
袋
不
足
瓦
礫
化
冷
え
地
べ
た

望
月
た
け
し

「
き
た
み
草
」
句
会
、
次
回
は
12
月
23
日
（
土
）

10
時
よ
り
、
北
越
谷
公
民
館
で
す

連
絡
先
：
広
瀬

(

９
７
４)

４
６
２
８

【
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
２
木
曜
日

日
時
：
12
月
14
日
（
木
）
12
時
～
15
時

会
場
：
「
シ
テ
ィ
ペ
ア
」
越
谷
駅
東
口
徒
歩
１
分

会
費
：
８
０
０
円

連
絡
先
：
吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
南
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
３
水
曜
日

日
時
：
12
月
20
日
（
水
）
13
時
～
16
時

会
場
：
蒲
生
茜
町
ス
ナ
ッ
ク
「
エ
ア
ポ
ー
ト
」

会
費
：
１
，
５
０
０
円(

飲
み
放
題
＋
お
つ
ま
み)

連
絡
先
：
飯
田
０
９
０
（
２
３
１
５
）
６
８
４
６

【
北
部
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
第
４
火
曜
日

日
時
：
12
月
26
日
（
火
）
13
時
～

会
場
：
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
ベ
ス
ト
10
せ
ん
げ
ん
台
店

会
費
：
５
０
０
円

連
絡
先
：
足
立

０
８
０(

４
９
３
０)

３
５
７
９

【
ス
マ
ホ
＆
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
】

日
時
：
12
月
8
日
、
22
日
（
金
）
13
時
半
～

22
日(

金)

は
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
有
り

会
場
：
越
労
連
事
務
所

会
費

無
料

連
絡
先
：
五
十
嵐

０
９
０(

７
８
１
０)

１
３
４
８

【
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
】
毎
月
１
回
、
３
ゲ
ー
ム

日
時
：
12
月
23
日(

土
）

会
場
：
「
松
原
ス
タ
ー
ボ
ウ
ル
」
、
14
時

会
費
：
実
費

連
絡
先
：
舟
山(

９
８
５)

１
９
０
８

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
】

日
時
：

毎
週
火
曜
日

８
時
半
～
12
時

会
場
：
「
南
越
谷
グ
ラ
ウ
ン
ド
」

会
費
：
無
料

連
絡
先
：
吉
田

０
９
０(

５
４
９
９)

１
７
０
８

【
踊
り
の
会
】
毎
月
第
２
金
曜
日

日
時
：

12
月
8
日(

金)

10
時
半
～
12
時

会
場
：
「
け
や
き
荘
」
（
集
会
室
）

会
費
：
無
料

連
絡
先
：
小
林
０
９
０(

７
２
２
４)

３
０
１
０

越
谷
支
部
役
員

大
野
幸
男
さ
ん
を
忍
ぶ

第
70
回
シ
テ
ィ
ウ
ォ
ー
ク

日
時

12
月
6
日
（
水
）
９
時

集
合
場
所

新
越
谷
駅
上
り
ホ
ー
ム

後
部

場
所

「
お
江
戸
日
本
橋
界
隈
」

☆

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

年
金
一
揆
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３

「
痩
せ
秋
刀
魚
一
匹
買
っ
て
半
分
こ
」

新
加
入
組
合
員
紹
介

深
澤

汎
司
さ
ん

（
４
班

弥
栄
町
在
住
）

菊
池

政
司
さ
ん

（
３
班

上
間
久
里
在
住
）

今
月
は
２
名
の
方
の
加
入
で
す

皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

大
野

幸
男
さ
ん

（
７
班

宮
本
町
）

11
月
４
日
に
死
去
さ
れ
ま
し
た

謹
ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

訃 報

『
越
谷
支
部
30
周
年
記
念
』
原
稿
募
集

越
谷
支
部
で
は
今
年
、
支
部
創
設
30
周
年
を

迎
え
『
越
谷
支
部
30
周
年
記
念
誌
』
を
計
画
し

て
い
ま
す
（
来
春
支
部
組
合
員
へ
配
布
予
定
）

組
合
員
の
年
金
者
組
合
に
対
す
る
ご
意
見
、

感
想
、
思
い
出
な
ど
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

多
く
の
方
々
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

原
稿
は
お
近
く
の
役
員
に
お
渡
し
い
た
だ
く

か
、
事
務
所
に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ

さ
い
。

（
機
関
誌
編
集
委
員
会
）


